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序説

この応用記述はtinyAVR 1系とtinyAVR 0系間で設計を変換する使用者を支援するための資料で、これらの系統間の
機能的な違いの概要を与えます。この応用記述で網羅されない障害や電気的特性での違いがあるかもしれないこと
に注意してください。詳細については特定ﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

ﾚｼﾞｽﾀ名、ﾋﾞｯﾄ名、ﾋﾞｯﾄ群名は存在する時に両系統に対して同一であることを期待することができます。

要点

・ tinyAVR® 1系からtinyAVR 0系への変更の概要

・ Atmel® Studio 7.0でのﾃﾞﾊﾞｲｽ変更方法
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1. 関連ﾃﾞﾊﾞｲｽ
本章はこの資料に関連するﾃﾞﾊﾞｲｽを一覧にします。

1.1. tinyAVR® 0系統

下図はﾋﾟﾝ数の変種とﾒﾓﾘ量を展開してtinyAVR® 0系統ﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。

・ これらのﾃﾞﾊﾞｲｽが完全にﾋﾟﾝと機能が互換のため、垂直方向移植はｺｰﾄﾞ変更なしで可能です。

・ 左への水平方向移植はﾋﾟﾝ数、従って利用可能な機能を減らします。

図1-1. tinyAVR® 0系統概要
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: 共通ﾃﾞｰﾀｼｰﾄ区分

異なるﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ量を持つﾃﾞﾊﾞｲｽは一般的に異なるSRAMとEEPROMの量を持ちます。

1.2. tinyAVR® 1系統

下図はﾋﾟﾝ配置変種とﾒﾓﾘ量を図解してtinyAVR® 1系統ﾃﾞﾊﾞｲｽを示します。

・ これらのﾃﾞﾊﾞｲｽがﾋﾟﾝ互換で同じまたはより多くの機能を提供するため、垂直上方向移植はｺｰﾄﾞ変更なしに可能です。下方向移植
はより少ない利用可能ないくつかの周辺機能の実体のためにｺｰﾄﾞ変更が必要かもしれません。

・ 左への水平方向移植はﾋﾟﾝ数、従って利用可能な機能を減らします。

図1-2. tinyAVR® 1系列概要
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48Kﾊﾞｲﾄ

異なるﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘ量を持つﾃﾞﾊﾞｲｽは一般的に異なるSRAMとEEPROMの量を持ちます。



AN2636

© 2018 Microchip Technology Inc. 応用記述 DS00002636B - 4頁

2. tinyAVR 1系でだけ利用可能な周辺機能
次の周辺機能はtinyAVR 1系でだけ利用可能です。D/A変換器(DAC)、周辺機能接触制御器(PTC)、ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀD型(TCD)。いくつ
かのﾃﾞﾊﾞｲｽで次の周辺機能は複数あります。ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀB型(TCB)、ｱﾅﾛｸﾞ比較器(AC)、A/D変換器(ADC)、D/A変換器(DAC)。詳
細な概要については下表をご覧ください。

表2-1. tinyAVRに対する周辺機能概要

周辺機能 1系 8Kﾊﾞｲﾄ1系 2/4Kﾊﾞｲﾄ 0系1系 16/32Kﾊﾞｲﾄ

DAC DAC0 DAC0 DAC0,DAC1,DAC2 -

PTC - PTC PTC -

TCD TCD0 TCD0 TCD0 -

TCB TCB0 TCB0 TCB0,TCB1 TCB0

AC AC0 AC0 AC0,AC1,AC2 AC0

ADC ADC0 ADC0 ADC0,ADC1 ADC0

いくつかの場合で、周辺機能が同じｱﾄﾞﾚｽで割り込み(ISR)ﾍﾞｸﾀを持たないかもしれません。ﾃﾞﾊﾞｲｽ変更時にﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙが変
更される限り、ﾃﾞﾊﾞｲｽ変更は問題にならないでしょう。これを行う方法のより多くの情報については「4. Atmel® Studio 7.0でのﾃﾞﾊﾞｲｽ
変更」をご覧ください。

3. tinyAVR 0系で減らされた機能
tinyAVR 1系はtinyAVR 0系と比べて僅かに豊富な機能群を持ちます。本章はこの違いを詳述します。

3.1. ｱﾅﾛｸﾞ比較器 (AC)

tinyAVR 1系でのACは2つの動作形態、高速動作と低電力動作を持ちます。低電力動作では電力消費が減らされ、伝搬遅延が概
ね150nsになります。高速動作では伝搬遅延が概ね50nsに減らされます。

tinyAVR 0系でのACは低電力動作でだけ動きます。これに加えて、16Kﾊﾞｲﾄ以上のtinyAVR 1系ﾃﾞﾊﾞｲｽは3つのACを持ち、より多く
の入力が利用可能です。(訳補:外囲器のﾋﾟﾝ数によるﾋﾟﾝ入力数にも違いがあることに注意してください。)

8Kﾊﾞｲﾄ以下のﾌﾗｯｼｭ ﾒﾓﾘを持つﾃﾞﾊﾞｲｽではACの基準ｱﾄﾞﾚｽに違いがあります。tinyAVR 1系での基準ｱﾄﾞﾚｽは$670です。tinyAVR 
0系での基準ｱﾄﾞﾚｽは$680です(訳補:16Kﾊﾞｲﾄ以上のtinyAVR 1系も$680です)。移植されつつあるﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが正しいﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ 
ﾌｧｲﾙでｺﾝﾊﾟｲﾙされる限り、これは問題にならないでしょう。

3.2. 事象ｼｽﾃﾑ

事象ｼｽﾃﾑはtinyAVR 0系でもtinyAVR 1系と同じように動きますが、tinyA 
VR 0系でのﾁｬﾈﾙ数は減らされています。詳細については右表をご覧くだ
さい。

表3-1. 事象ｼｽﾃﾑ ﾁｬﾈﾙ

ﾁｬﾈﾙ型/ﾃﾞﾊﾞｲｽ系統 tinyAVR 0系tinyAVR 1系

非同期ﾁｬﾈﾙ 4 2

同期ﾁｬﾈﾙ 2 1

3.3. 2線ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ (TWI)

tinyAVR 1系のTWI周辺機能はtinyAVR 0系と同じですが、tinyAVR 1系だけ、SDAとSCLのﾋﾟﾝに対して代替ﾋﾟﾝ位置を選ぶ任意選
択を持ちます。8ﾋﾟﾝのﾃﾞﾊﾞｲｽはTWIに対する代替ﾋﾟﾝ位置を持たないことに注意してください。

3.4. ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑ

8ﾋﾟﾝを超えるtinyAVR 1系ﾃﾞﾊﾞｲｽと異なり、tinyAVR 0系は外部ｸﾘｽﾀﾙ用発振器を駆動することができません。結果として、実時間計
数器(RTC:Real Time Counter)とｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸはｸﾘｽﾀﾙ用発振器ｸﾛｯｸ任意選択や、TOSC1ﾋﾟﾝに接続される外部ｸﾛｯｸを使う任意選
択も持ちません。RTCとｼｽﾃﾑ ｸﾛｯｸに対する供給元としてEXTCLKﾋﾟﾝに接続された外部ｸﾛｯｸを使うことは未だ可能です。
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4. Atmel® Studio 7.0でのﾃﾞﾊﾞｲｽ変更
Atmel Studio 7.0ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでtinyAVR 1
系とtinyAVR 0系の変種間でのﾃﾞﾊﾞｲｽ変
更は簡単です。最初の段階は右で示さ
れるようにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨを開くことで
す。

図4-1. Atmel Studioでのﾃﾞﾊﾞｲｽ変更

右で見えるように、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ区
画で”Device(ﾃﾞﾊﾞｲｽ)”を選び、その後
に”Change Device...(ﾃﾞﾊﾞｲｽ変更)”をｸ
ﾘｯｸしてください。

図4-2. Atmel Studioでのﾃﾞﾊﾞｲｽ変更

右の例ではﾃﾞﾊﾞｲｽがATtiny412からATti 
ny402に変更されます。最初に、ATtiny4 
02ﾃﾞﾊﾞｲｽを検索するのに検索領域が使
われます。そこでｸﾘｯｸすることによってﾃﾞ
ﾊﾞｲｽが選ばれ、OK釦を押すことができま
す。それをｸﾘｯｸすることによってﾒﾆｭｰ内
で新しいﾃﾞﾊﾞｲｽが選択されなければなら
ないことに注意してください。選択されて
いない場合、OK釦のｸﾘｯｸはﾃﾞﾊﾞｲｽを変
更しません。

図4-3. Atmel Studioでのﾃﾞﾊﾞｲｽ変更

上の段階が完了されると、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄで複数のﾌｧｲﾙとｺﾝﾊﾟｲﾗ任意選択が変更されます。特に、ﾃﾞﾊﾞｲｽ ﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙが変更されます。
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが新しいﾍｯﾀﾞ ﾌｧｲﾙに存在しない何らかのﾚｼﾞｽﾀやﾋﾞｯﾄの名前を使う場合、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄをｺﾝﾊﾟｲﾙする時に異常が掲げられま
す。
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5. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2018年2月 初版資料公開

B 2018年10月

・ 文法と句読法を修正

・ 「ｸﾛｯｸ ｼｽﾃﾑ」項更新、特に8ﾋﾟﾝを超えるtinyAVR 1系ﾃﾞﾊﾞｲｽに言及

・ 表2-1.の見出しで16Kﾊﾞｲﾄを16/32Kﾊﾞｲﾄに変更



AN2636

© 2018 Microchip Technology Inc. 応用記述 DS00002636B - 7頁

Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にする手段として使われます。お気に入りのｲﾝﾀｰﾈｯﾄ ﾌﾞﾗｳｻﾞを用いてｱｸｾｽすることができ、ｳｪﾌﾞ ｻｲﾄは以下
の情報を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip相談役ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ員一覧

・ Microshipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

お客様への変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipのお客様通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰﾙ
に関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/でMicrochipのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄをｱｸｾｽしてください。”Support”下で”Customer Change Notificati 
on”をｸﾘｯｸして登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 現場応用技術者(FAE:Field Aplication Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、または現場応用技術者(FAE)に連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様
の手助けに利用できます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛｺﾞ、CryptoMemory、Cr 
yptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、Heldo、JukeBlox、KeeLoq、KeeLoqﾛｺﾞ、Kleer、LANCheck、LINK MD、maXStylus、maXTouc 
h、MediaLB、megaAVR、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PIC、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、Prochip Designer、QTou 
ch、SAM-BA、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、SuperFlash、tinyAVR、UNI/O、XMEGAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incor 
poratedの登録商標です。

ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、Hyper Speed Control、HyperLight Load、IntelliMOS、mTou 
ch、Precision Edge、Quiet-Wireは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BodyCom、CodeGuard、CryptoAut 
hentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、ECAN、EtherG 
REEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛｺﾞ、memBrain、
Mindi、MiWi、motorBench、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、
Serial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View 
Sense、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Silicon Storage Technologyは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2018年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

DNVによって認証された品質管理ｼｽﾃﾑ

ISO/TS 16949

Microchipはその世界的な本社、ｱﾘｿﾞﾅ州のﾁｬﾝﾄﾞﾗｰとﾃﾝﾍﾟ、ｵﾚｺﾞﾝ州ｸﾞﾗｼｬﾑの設計とｳｪﾊｰ製造設備とｶﾘﾌｫﾙﾆｱとｲﾝﾄﾞの設計ｾﾝ
ﾀｰに対してISO/TS-16949：2009認証を取得しました。当社の品質ｼｽﾃﾑの処理と手続きはPIC® MCUとdsPIC® DSC、KEELOQ符号
飛び回りﾃﾞﾊﾞｲｽ、直列EEPROM、ﾏｲｸﾛ周辺機能、不揮発性ﾒﾓﾘ、ｱﾅﾛｸﾞ製品用です。加えて、開発ｼｽﾃﾑの設計と製造のためのMic 
rochipの品質ｼｽﾃﾑはISO 9001：2000認証取得です。

日本語© HERO 2020.

本応用記述はMicrochipのAN2636応用記述(DS00002636B-2018年10月)の翻訳日本語版です。日本語では不自然となる重複する
形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている部分もあります。必要に応じて一部
加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。
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